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こ
れ
ま
で
の
農
業
委
員
会
だ
よ
り

で
は
、
七
飯
町
の
農
業
の
は
じ
ま
り

や
、
果
樹
・
畜
産
に
つ
い
て
の
歴
史

等
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

　

肥
沃
な
土
壌
と
気
候
条
件
に
恵
ま

れ
、
町
内
で
は
多
様
な
農
業
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
道
内
で

も
主
要
産
地
を
形
成
し
、
生
産
高
４

割
強
を
占
め
る
野
菜
に
つ
い
て
少
し

ふ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
大
根
・
人
参
・
長
ね

ぎ
を
主
体
に
、
か
ぶ
・
ほ
う
れ
ん
そ

う
・
き
ゅ
う
り
・
え
だ
ま
め
等
実
に

多
く
の
野
菜
が
露
地
や
ハ
ウ
ス
で
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
「
長
ね

ぎ
」
は
近
年
全
道
一
の
生
産
量
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
努
力
、
堆

肥
投
入
の
奨
励
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

を
導
入
し
た
ク
リ
ー
ン
農
業
の
実
践

や
合
理
的
な
輪
作
体
系
の
確
立
、
農

作
業
の
機
械
化
を
推
進
し
て
き
た
結

果
が
生
産
の
向
上
に
結
び
付
い
て
い

ま
す
。

　

真
空
予
冷
施
設
に
代
表
さ
れ
る
出

荷
施
設
や
、
共
選
・
共
販
体
制
の
充

実
に
よ
り
七
飯
町
の
主
要
野
菜
は
道

内
は
も
と
よ
り
、
関
東
・
関
西
の
市

場
に
広
く
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
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農
業
委
員
会

総
会
の
開
催

　

総
会
は
、
農
業
委
員
会
が
処
理
す

べ
き
事
項
を
審
議
あ
る
い
は
協
議
し

決
定
す
る
場
で
、
通
常
月
１
回
開
催

さ
れ
ま
す
。

 

第
９
回　

平
成
27
年
２
月
24
日

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）

２
件
（
可
決
）

・ 
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）５

件
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

１
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
出
に
つ

い
て

第
10
回　

平
成
27
年
３
月
24
日

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

２
件
（
可
決
）

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）

１
件
（
可
決
）

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
賃
貸
借
）

２
件
（
可
決
）

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
使
用
貸
借
）

１
件
（
可
決
）

・  

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

４
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）７

件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
出
に
つ

い
て

・ 

七
飯
町
農
業
委
員
会
農
地
台
帳
点

検
等
実
施
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

（
可
決
）

第
11
回　

平
成
27
年
４
月
23
日

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）

２
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

２
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）14

件
（
可
決
）

・ 

土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

1
件
（
可
決
）
１
件
（
否
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
出
に
つ

い
て

・  
七
飯
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
見

直
し
に
つ
い
て

（
可
決
）

第
12
回　

平
成
27
年
５
月
25
日

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

２
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）３

件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
出
に
つ

い
て

第
13
回　

平
成
27
年
６
月
24
日

・ 

農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）４

件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
出
に
つ

い
て

・ 

農
地
法
第
３
条
第
２
項
第
５
号
に

定
め
る
下
限
面
積
設
定
に
つ
い
て

・ 

平
成
26
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達

成
に
向
け
た
活
動
の
点
検
・
評
価

（
案
）
及
び
平
成
27
年
度
の
目
標

及
び
そ
の
達
成
に
向
け
た
活
動
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

（
可
決
）

第
14
回　

平
成
27
年
７
月
23
日

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

1
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
出
に
つ

い
て

第
15
回　

平
成
27
年
８
月
24
日

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）

１
件
（
可
決
）

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
使
用
貸
借
）

１
件
（
可
決
）

・ 
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

１
件
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

３
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
出
に
つ

い
て

第
16
回　

平
成
27
年
9
月
24
日

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）

1
件
（
可
決
）

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
使
用
貸
借
）

1
件
（
可
決
）

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
賃
貸
借
）

1
件
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

２
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
出
に
つ

い
て

■今後の総会開催予定は次のとおりです。
総会名 開催日 開催場所 許可申請等締切日 現況調査

第18回 平成27年11月24日（火）農業委員会会議室 11月10日（火） 11月17日（火）
第19回 平成27年12月25日（金） 〃 12月11日（金） 12月18日（金）
第20回 平成28年 1月25日（月） 〃  1月12日（火）  1月18日（月）
第21回 平成28年 2月25日（木） 〃  2月12日（金）  2月18日（木）
第22回 平成28年 3月23日（水） 〃  3月 9日（水）  3月16日（水）
※日程は都合により変更となる場合があります。
　最新情報は農業委員会事務局（☎65-2519）までお問い合わせください。

■ 詳しくは農業委員会（☎65-2519）・ＪＡ新はこだて
七飯基幹支店（☎65-3078）までどうぞ
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農
業
委
員
視
察
研
修

平
成
27
年
９
月
４
〜
５
日　

千
歳
市
他　

　

例
年
委
員
研
修
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
視
察
研
修
を
本
年
も
実
施
し
ま

し
た
。
記
載
の
農
場
を
訪
問
し
、
経
営
内
容
の
説
明
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

訪
問
先
の
地
域
農
業
の
現
状
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
生
産
法
人

㈲
フ
ァ
ー
ム
花
茶

（
千
歳
市
）

　

手
作
り
に
こ
だ
わ
る
「
花
茶
」
の

ア
イ
ス
は
、
農
園
で
採
れ
た
旬
の
野

菜
や
果
物
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
で
育

っ
た
新
鮮
な
材
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
季
節
の
旬
の
食
材
に
こ
だ

わ
り
、
レ
タ
ス
・
ふ
き
の
と
う
・
ご

ぼ
う
・
じ
ゃ
が
い
も
・
い
ち
ご
・
と

う
も
ろ
こ
し
・
ご
ま
・
南
瓜
・
あ
ず

き
・
ト
マ
ト
・
枝
豆
・
り
ん
ご
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
種
類
の
食
材
を
使
っ
た

多
彩
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
販
売
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

甘
さ
は
、
道
内
産
甜
菜
（
て
ん
さ

い
）
か
ら
作
っ
た
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を

使
用
し
、
添
加
物
は
極
力
抑
え
、
着

色
料
や
香
辛
料
を
一
切
使
わ
ず
に
作

物
が
本
来
も
っ
て
い
る
完
熟
し
た
旬

の
味
を
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
「
手
作
り
ア
イ
ス
花
茶
」
と
し
て

店
を
構
え
る
ま
で
は
、
い
ち
ご
狩
り

観
光
農
園
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、

い
ち
ご
狩
り
だ
け
で
な
く
、
も
う
少

し
こ
の
場
所
に
と
ど
ま
り
、
ゆ
っ
く

り
休
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
。
と
い
う

思
い
が
、「
ア
イ
ス
の
店
」
を
構
え

る
最
初
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　

子
供
さ
ん
達
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
農
園

を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
経

営
を
法
人
化
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開

設
、
前
向
き
で
向
上
心
旺
盛
な
園
主

の
お
話
し
に
委
員
一
同
が
聞
き
入

り
、
改
め
て
情
報
発
信
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

農
業
生
産
法
人

㈱
ア
ド
・
ワ
ン
・
フ
ァ
ー
ム
豊
浦
農
場

（
豊
浦
町
）

　

豊
浦
町
と
い
え
は
「
い
ち
ご
」
栽

培
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
街
地

か
ら
札
幌
方
面
へ
向
か
う
町
内
桜
地

区
に
、
水
耕
栽
培
に
よ
る
ミ
ニ
ト
マ

ト
や
サ
ラ
ダ
系
野
菜
を
生
産
す
る
同

農
場
が
あ
り
ま
す
。

　

三
棟
の
ハ
ウ
ス
を
連
棟
し
た
一
棟

の
ハ
ウ
ス
面
積
は
約
１
２
０
０
㎡
。

全
22
棟
を
配
置
し
た
大
規
模
な
施
設

で
す
。

　

シ
ス
テ
ム
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い

実
習
と
研
修
を
経
る
こ
と
で
、
特
別

な
問
題
点
（
病
気
等
植
部
の
生
態
的

専
門
知
識
な
ど
）
を
除
き
、
短
期
間

で
の
農
業
参
入
を
容
易
に
し
た
、
効

率
追
求
の
経
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、カ
ル
ビ
ー
「
千
歳
工
場
」

（
千
歳
市
）、
サ
ツ
ラ
ク
「
ミ
ル
ク
の

里
」（
札
幌
市
）も
視
察
し
て
い
ま
す
。

作
況
調
査

町
内
一
円
で
実
施

平
成
27
年
９
月
11
日

　

農
作
物
の
本
格
的
な
収
穫
を
迎
え

る
こ
の
時
期
、
例
年
実
施
し
て
お
り

ま
す
作
況
調
査
を
本
年
も
行
い
ま
し

た
。

　

低
気
圧
の
接
近
で
、
あ
い
に
く
の

雨
模
様
と
な
り
、
車
窓
か
ら
の
視
察

が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
町
内
各
地

区
の
農
作
物
の
生
育
状
況
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
、
東
大
沼
に
建
設
さ

れ
た
㈱
ア
プ
レ
「
植
物
工
場
」
を
訪

問
し
、
最
先
端
の
水
耕
栽
培
施
設
を

見
学
し
ま
し
た
。

施設関係者の説明施設関係者の説明 植物工場内の様子植物工場内の様子
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最
近
よ
く
思
う
こ
と

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
毎
日
の
よ
う
に

安
保
法
案
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
国
際

的
な
日
本
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
が

な
さ
れ
て
お
り
、
国
民
は
そ
の
行
く

末
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
、
時

に
は
誰
か
と
話
し
合
い
将
来
の
展
望

を
描
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
比
較
的
に
ど
の
報
道
に
お
い

て
も
日
本
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
な

こ
と
で
あ
る
論
調
が
大
半
を
占
め
て

お
り
、
と
り
わ
け
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

は
、
農
業
分
野
に
お
い
て
予
想
さ
れ

る
大
打
撃
は
計
り
知
れ
ず
、
ま
さ
に

逆
境
に
立
た
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

た
だ
私
は
、「
逆
境
こ
そ
千
載
一

遇
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
農
地
改
革
以
降
、

日
本
の
農
業
は
大
き
な
変
化
を
嫌

い
、
ま
さ
に
「
飼
い
殺
し
」
の
状
況

が
続
い
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
農
業
に
限
ら
ず
、
日
本
人
の

気
質
は
「
心
配
性
で
変
化
を
嫌
う
」

と
い
う
こ
と
が
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
影

響
し
て
い
る
こ
と
が
科
学
的
に
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

だ
か
ら
ま
じ
め
で
勤
勉
な
人
種
で

あ
り
、
そ
の
気
質
こ
そ
今
日
の
日
本

経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
加
工
貿
易
」
で
戦
後
の
豊
か
な

経
済
大
国
と
な
っ
た
日
本
。
他
国
と

の
関
わ
り
の
中
で
大
き
な
成
功
を
収

め
た
日
本
。
世
界
は
め
く
る
め
く
ス

ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
ま
す
。
我
が

国
だ
け
が
変
化
を
嫌
い
、
鎖
国
的
な

状
況
を
続
け
て
い
け
る
で
し
ょ
う

か
。

　

変
化
を
恐
れ
ず
、
む
し
ろ
好
機
に

捉
え
、
上
昇
思
考
で
行
き
た
い
し
、

可
能
性
は
無
限
に
あ
る
の
が
こ
れ
か

ら
の
日
本
農
業
だ
と
私
は
思
い
ま

す
。

　

夢
あ
る
明
日
の
農
業
に
向
か
っ
て

頑
張
り
ま
す
。

　

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

　

七
飯
町
初
の
女
性
農
業
委
員
と
し

て
町
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
二
年
目
に

入
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
お
し
ま
女
性
農
業
委
員

の
会
の
発
足
に
携
わ
り
、
家
族
経
営

協
定
や
相
続
問
題
等
の
研
修
会
を
開

き
ま
し
た
。
研
修
を
通
じ
農
業
委
員

に
求
め
ら
れ
る
仕
事
は
、
少
子
高
齢

化
・
地
方
過
疎
化
が
進
む
中
、
農
業

の
後
継
者
不
足
の
深
刻
化
等
か
ら
担

い
手
の
婚
活
や
食
育
活
動
な
ど
が
緊

急
な
課
題
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
道

外
の
女
性
農
業
委
員
組
織
は
古
く
か

ら
、
様
々
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

私
た
ち
が
将
来
に
渡
っ
て
食
料
の

安
定
供
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
安

易
な
輸
入
依
存
で
は
な
く
、
消
費
者

と
生
産
者
が
連
携
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
な
が
ら
農
業
委
員
と
し
て
貢
献
で

き
る
よ
う
前
進
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

農
業
生
産
法
人
は
毎
年
決
算
後

に
「
事
業
報
告
書
」
の
提
出
を
！

　

農
業
生
産
法
人
は
、
農
地
法
第

６
条
の
規
定
に
よ
り
、
毎
事
業

年
度
の
終
了
後
３
ケ
月
以
内
に
、

「
農
業
生
産
法
人
報
告
書
」
を
農

業
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
報
告
書
が
未
提

出
で
す
と
、
農
業
生
産
法
人
と
し

て
の
資
格
確
認
等
に
支
障
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

平
成
27
年
９
月

　

関
東
・
東
北
豪
雨

　

こ
の
度
の
台
風
18
号
及
び
台
風

か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
が
も
た
ら

し
た
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
豪
雨

災
害
に
よ
り
、
栃
木
・
茨
木
・
宮

城
３
県
で
は
、
８
名
の
尊
い
命
が

犠
牲
と
な
り
、
堤
防
決
壊
等
に
よ

り
広
い
範
囲
で
農
地
等
の
浸
水
被

害
が
発
生
、
多
く
の
方
が
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
心
よ
り
お
悔
み
・
お
見
舞
申
し

上
げ
ま
す
。

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
。
日
頃
か
ら
家
族
や
地
域
で
避

難
場
所
や
方
法
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

編
集
委
員　

小
松　

新
一

　
　
　
　
　
　

宮
田　

学

　
　
　
　
　
　

小
澤　

大
栄

　
　
　
　
　
　

小
坂　

寛
和

■
編
集
・
発
行

　

七
飯
町
農
業
委
員
会

　

事
務
局
（
役
場
内
）

　

〒
０
４
１

－

１
１
９
２

　

七
飯
町
本
町
６
丁
目
１

－

１

　

☎
65

－

２
５
１
９
（
直
通
）

　

鯖
65

－

９
２
８
０

農
業
委
員
の
声

農
業
委
員
の
声

小澤　大栄 委員

宮後　英子 委員

農地パトロールの実施
平成２７年１０月中旬

　農地は国民の食糧生産の基盤で
あり、国土保全や景観維持など公
共財産ともいうべき大切なもので
す。
　農業委員会では、優良農地の保
全及び営農環境整備の一環とし
て、遊休農地の発生防止や農地の
無断転用の防止等を目的に、「農
地パトロール」（農地利用状況調
査）を実施しました。
　調査により遊休農地が確認され
た場合、所有者等の方に、適正な
管理指導をお願いすることとなり
ます。また、今後の農地の利用意
向調査を実施し、その結果により
農業担い手等へ農地を集積するた
めの取り組みを推進します。
　大切な資源を次世代へつなぐた
め、皆さんの力で農地を守りま
しょう。

パトロールの様子パトロールの様子
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